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全4クラスが勢ぞろいし、今回の岡山ラウンドから
本格的にシリーズ後半戦がスタートした全日本ロー
ドレース選手権。第5戦MOTEGI2&4レースで、一足
先に後半戦に突入していたJSB1000クラスは、新た
な“流れ”が押し寄せていた。その中心にいるのが
MuSASHi RT HARC-PRO.の水野涼だ。前戦から
Team HRCのエースである高橋巧と同仕様のワーク
スマシンが与えられ、水野自身の成長も相まって一気
にトップコンテンダーの一人となってきている。
MOTEGI2&4レースでは、テストで負傷した高橋に
代わり絶対王者・中須賀克行とトップ争いを最終
ラップまで繰り広げた。その勢いのままに、前週（8月
22-23日）に行われた公開テストでは、1分27秒686
をマークし、トップにつけた。

一方、YAMAHA FACTORY RACING TEAMの野
左根航汰も水野の走りに刺激を受けている。前戦で
は、水野とのバトルを繰り広げている最中に転倒し悔
しい思いをした。公開テスト初日には、水野がタイム
を出すと、すかさずタイムを出して上回りあからさまに
ライバル心をむき出しにしていた。この若手2人と、こ
れまでJSB1000クラスを牽引してきた中須賀と高橋
が、どんな戦いを見せるのかが、今回、そしてシリーズ
後半戦の流れになるだろう。
レースウイーク初日は、雨上がりでグリップが悪い

中、野左根がトップタイム。走り始めはよく、「今シー
ズンで一番優勝に近いところにいる」と自信のコメン
トを残していた。一方、水野はテストのときのフィーリ
ングが得られず苦戦。9番手に沈んでいたが、路面コ
ンディションが回復した土曜日には復活していた。

高橋は、そんな後輩の速さを見ながら初日は5番
手。スーパーバイク世界選手権第10戦ポルトガルへ
の代役参戦も決まり、超ハードスケジュールの真っ直
中にいた。岡山での公開テストを終えた後、すぐにポ
ルトガルに飛び事前テスト（8月24-25日）に参加。岡
山ラウンドのレースウイークの火曜日に帰国。そして
今回のレース終えたらすぐにポルトガルに飛んで
レースをこなすことになっている。

公式予選は、ノックアウト方式で行われQ1で中須
賀、野左根、水野が1分27秒台で続き、高橋は5番手
につけていた。そして10台で争われたQ2では、水野
が真っ先に1分27秒台に入れる1分27秒445をマー
クしトップに立つ。この後、中須賀は1分27秒388を
出しトップを奪うと、さらに自身の持つコースレコード
を更新する1分27秒178をたたき出し文句なしの
ポールポジションを獲得した。2番手に水野、野左根
も1分27秒台に入れ3番手と、好調な3人がフロント
ロウに並ぶ結果となった。高橋も1分27秒台に入れ
意地を見せる。「バイクに乗るには（ケガは）全く問題

ないですね。自己ベストも出せていますし、いいレース
をしたいですね」と語るが、バイクを降りると、まだ足を
引きずっている姿は痛 し々い。本人は大丈夫と言うが、
今回も痛みと戦いながらの耐えるレースとなりそうだ。

5番手にカワサキのエース渡辺一馬、6番手にヨシ
ムラの加賀山就臣、7番手に岩戸亮介と1分28秒台
で続き、8番手に前田恵助、9番手に秋吉耕佑、10番
手に渡辺一樹というQ2となった。渡辺一樹は、最後
のアタック中にダブルヘアピンで転倒。セクター1、セ
クター2と自己ベストをマークしており、Q1では、1分
28秒079を記録していただけに1分27秒台に入っ
ていただろう。

今回もトップ争いは中須賀、野左根のYAMAHA 
FACTORY RACING TEAMの2台、そして水野と高
橋のHondaの2台が繰り広げることになりそうだ。

「今回は前戦のリベンジをしたい」と強気の水野が、
百戦錬磨の中須賀に対し、どんなバトルを仕掛けて
いくか!? 水野には絶対に負けたくない野左根も2年
振りの優勝を実現したいところだ。タイトル争いの流
れを引き寄せたい中須賀、意地を見せたい高橋。

天気予報には雨マークもあり、ウエットコンディ
ションになれば、違う展開があるかもしれない。それ
ぞれの思惑が交錯するJSB1000クラスの決勝は、
13時35分スタート予定！

中須賀克行がコースレコードでポールポジション！
好調の水野涼は初優勝、野左根航汰は2年ぶりの優勝を狙う!!
手負いの高橋巧はエースの意地を見せられるか!?

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 1 中須賀 克行 YAMAHA FACTORY RACING TEAM YZF-R1/BS 1'27.178R
 2 634 水野 涼 MuSASHi RT HARC-PRO. Honda CBR1000RR SP2/BS 1'27.445
 3 4 野左根 航汰 YAMAHA FACTORY RACING TEAM YZF-R1/BS 1'27.661
 4 13 高橋 巧 Team HRC CBR1000RR SP2/BS 1'27.708
 5 23 渡辺 一馬 Kawasaki Team GREEN ZX-10RR/BS 1'28.306
 6 12 加賀山 就臣 ヨシムラスズキMOTUL GSX-R1000RL9/BS 1'28.330
 7 64 岩戸 亮介 Kawasaki Team GREEN ZX-10RR/BS 1'28.687
 8 75 前田 恵助 YAMALUBE RACING TEAM YZF-R1/BS 1'29.055
 9 090 秋吉 耕佑 au･テルル MotoUP RT CBR1000RR SP/BS 1'29.101
 10 26 渡辺 一樹 ヨシムラスズキMOTUL GSX-R1000L9/BS 1'29.130
 ------- 以上Q2にて決定 ------
 11 71 津田 拓也 TK SUZUKI BLUE MAX GSX-R1000/DL 1'29.614
 12 46 星野 知也 TONE RT SYNCEDGE 4413 BMW S1000RR/PI 1'29.655
 13 35 亀井 雄大 Honda Suzuka Racing Team CBR1000RR SP2/BS 1'29.735
 14 19 濱原 颯道 Honda Dream RT 桜井ホンダ CBR1000RR SP/BS 1'29.960
 15 080 羽田 太河 au･テルル MotoUP RT CBR1000RR SP/BS 1'30.040
 16 44 関口 太郎 Team ATJ CBR1000RR SP2/BS 1'30.207
 17 77 伊藤 和輝 will-raiseracingRS-ITOH ZX-10RR/BS 1'30.227
 18 18 津田 一磨 Team BabyFace YZF-R1/BS 1'30.285
 19 87 柳川 明 will-raiseracingRS-ITOH ZX-10RR/BS 1'30.397
 20 85 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R1/DL 1'31.295
 21 70 清末 尚樹 TeamWITH87KYUSHU ZX-10RR/BS 1'32.093
 22 31 小島 一浩 Honda緑陽会熊本レーシング CBR1000RR/DL 1'32.503
 23 56 田尻 悠人 GOSHI Racing CBR1000RR SP2/BS 1'32.801
 24 30 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン RSV4RF/BS 1'33.283
 25 22 児玉 勇太 TEAM KODAMA YZF-R1/BS 1'33.384
 26 37 黒木 玲徳 GOSHI Racing CBR1000RR SP2/BS 1'33.791
 27 99 吉田 和憲 icuRTモトキッズ中日本自動車短大 YZF-R1/BS 1'33.823
 ------- 以上Q1にて決定 ------- 
 -------   以上予選通過   -------
 R印は、コースレコードを更新した。（従来のレコード:1'27.182）
 予選通過基準タイム （108%） 1'34.736

公式予選結果
●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走27台
●決勝スタート進行／13:35（24周）

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 1 岡本 裕生 51ガレージニトロレーシング YZF-R6 1'32.581
 2 55 國峰 啄磨 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR 1'32.816
 3 230 小山 知良 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR 1'33.077
 4 50 長尾 健吾 NCXXRACING&善光会 TEAMけんけん YZF-R6 1'33.089
 5 57 奥田 教介 Team MF & Kawasaki ZX-6R 1'33.472
 6 54 荒川 晃大 MOTO BUM HONDA CBR600RR 1'33.621
 7 96 STEFAN HILL TEAM VITAL SPIRIT YZF-R6 1'33.635
 8 19 稲垣 誠 AKENO SPEED･YAMAHA YZF-R6 1'33.698
 9 6 南本 宗一郎 AKENOSPEED･YAMAHA YZF-R6 1'33.712
 10 22 中山 耀介 TEAM SHOTA YZF-R6 1'33.739
 11 39 和田 留佳 will-raiseracingRS-ITOH ZX-6R 1'33.764
 12 43 砂泊 孝太 TEAM PLUSONE YZF-R6 1'33.885
 13 64 伊達 悠太 BATTLE FACTORY & KIMA Racing CBR600RR 1'33.894
 14 41 田所 隼 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR 1'33.898
 15 12 古山 颯太 伊藤レーシングBORGカスタム YZF-R6 1'33.903
 16 420 岩田 悟 日本郵便 Honda Dream TP CBR600RR 1'33.919
 17 71 上原 大輝 SDG Mistresa RT HARC-PRO. CBR600RR 1'33.978
 18 48 横山 尚太 ガレージL8 Racing Team YZF-R6 1'33.987
 19 13 杉山 優輝 MOTO BUM HONDA CBR600RR 1'33.992
 20 97 佐野 優人 BATTLE FACTORY CBR600RR 1'34.025
 21 40 菅原 陸 保険職人GBSレーシングYAMAHA YZF-R6 1'34.122
 22 51 関野 海斗 51ガレージニトロレーシング YZF-R6 1'34.345
 23 17 仲村 優佑 AKENOSPEED･YAMAHA YZF-R6 1'34.481
 24 090 中村 修一郎 au･テルル MotoUP RT CBR600RR 1'34.505
 25 340 岡村 光矩 KRP三陽工業&RS-ITOH ZX-6R 1'34.528
 26 69 中村 竜也 RS-ITOH&AUTOBOY ZX-6R 1'34.582
 27 45 長尾 健史 TEAMけんけん with BEE YZF-R6 1'34.627
 28 53 家根谷 大晟 Team MF & Kawasaki + eS_Style ZX-6R 1'34.945
 29 63 山中 将基 チーム備前精機 YZF-R6 1'34.964
 30 46 中島 元気 Honda浜友会浜松エスカルゴ CBR600RR 1'34.984
 31 98 佐野 勝人 チーム阪神ライディングスクール ZX-6R 1'35.144
 32 14 行村 和樹 Kohara Racing Team CBR600RR 1'35.213
 33 88 名越 公助 TEAM PLUSONE with TARO YZF-R6 1'35.247
 34 28 松川 泰宏 MOTO BUM+SAI CBR600RR 1'35.362
 35 23 西嶋 修 TeamWith87KYUSHU ZX-6R 1'35.481
 36 44 平野 ルナ TransMapRacing with ACE CAFE YZF-R6 1'35.525
 37 36 丹羽 貴大 伊藤レーシングBORGカスタム YZF-R6 1'35.538
 38 37 長谷川 修大 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR 1'35.900
 39 33 櫻井 賢一 MOTO BUM CBR600RR 1'36.093
 40 86 瀬崎 恭広 カメイレーシング&Teamまんだい ZX-6R 1'36.356
 ------- 以上予選通過 -------
 41 61 本多 太一 スピードテックKBSwithJ-TRIP YZF-R6 1'36.544
 42 91 喜井 勝弥 Team GRIFFON&池田モータース YZF-R6 1'36.997
 43 65 梅島 明 チーム備前精機&BH&脇坂R YZF-R6 1'37.288
 44 58 村瀬 豊 ifレーシング&モトテックRS CBR600RR 1'37.322
 45 67 松谷 竜真 IXA Racing+MOTOMATZ+BLACK ZONE YZF-R6 1'37.639
 46 89 野村 梓 4ing☆RT MOTUL☆WURTH YZF-R6 1'37.689
 47 38 宮脇 健二 Trip Trap&亀甲堂 YZF-R6 1'39.099
 48 74 大西 定良 姫路カワサキレーシングチーム ZX-6R 1'39.121
予選通過基準タイム（108%）
公式予選A組 1回目 1'40.550   2回目 1'41.609
公式予選B組 1回目 1'40.610   2回目 1'40.994

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走48台
●決勝スタート／15:00（19周）

MFJ Superbike Rd.6  SUPERBIKE RACE in OKAYAMA   31Aug. - 1 Sep. 2019

Supported  by 
BRIDGESTONE

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走23台
●決勝スタート／10:00（19周）

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 36 長谷川 聖 CLUBY's NSF250R/BS 1'36.699
 2 20 高杉 奈緒子 41PLANNING RC250R/DL 1'36.838
 3 392 村瀬 健琉 ミクニ テリー&カリー NSF250R/DL 1'37.348
 4 18 安村 武志 犬の乳酸菌jp/ プリミティブRT PRCS3d/DL 1'37.515
 5 71 成田 彬人 Team P.MU 7C MIKUNI NSF250/DL 1'37.791
 6 88 福嶋 佑斗 Team Plusone+f NSF250R/BS 1'38.150
 7 11 鈴木 大空翔 BATTLE FACTORY NSF250R/DL 1'38.188
 8 34 細谷 翼 Team SRS-Moto NSF250R/DL 1'38.327
 9 14 中山 愛理 TEAM SHOTA NSF250R/BS 1'38.442
 10 9 山本 恭裕 チームライフ･ドリーム北九州 NSF250R/DL 1'38.580
 11 5 藤井 謙汰 Kohara Racing Team NSF250R/DL 1'38.831
 12 17 太田 虎之進 WJ-FACTORY NSF250R/BS 1'38.976
 13 13 岡崎 静夏 Kohara Racing Team NSF250R/DL 1'39.185
 14 41 宇井 陽一 41PLANNING RC250R/DL 1'39.388
 15 31 西田 信義 WJ-FACTORY NSF250R/BS 1'39.423
 16 26 岸田 慶一 FLEX Racing TEAM & MH OHARA NSF250R/BS 1'39.528
 17 29 Senna Agius MIE Racing NSF250R/DL 1'39.604
 18 37 羽根 巧 BATTLE FACTORY NSF250R/DL 1'39.653
 19 16 白石 玲菜 Dreamline Plusone NSF250R/BS 1'40.225
 20 21 村田 憲彦 CLUBY's NSF250R/BS 1'41.189
 21 15 野澤 秀典 ノザワレーシングファミリー NSF250R/BS 1'41.190
 22 32 三好 菜摘 RG NIWA with オーテック･スズカ NSF250R/BS 1'42.614
 ------- 以上予選通過 -------
   81 HARRISON VOIGHT KIRacing&T.Sugai NSF250R/DL 1'46.631
 予選通過基準タイム (108%) 1'44.719

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 4 作本 輝介 Team 髙武 RSC MD600/BS 1'31.581
 2 634 名越 哲平 MuSASHi RT HARC-PRO. HP6q/BS 1'31.780
 3 71 榎戸 育寛 SDG Mistresa RT HARC-PRO HP6-q/BS 1'32.100
 4 22 小谷 咲斗 TEAM PLUSONE with TARO HP6q/BS 1'32.184
 5 392 尾野 弘樹 ミクニ テリー&カリー GSX-R600/DL 1'32.249
 6 70 岩﨑 哲朗 OGURA CLUTCH with RIDE IN ZX-6R/PI 1'32.653
 7 36 徳留 真紀 マルマエMTR HP6/BS 1'32.843
 8 18 豊島 怜 SpeedHeart DOGFIGHTR YAMAHA YZF-R6/DL 1'33.533
 9 14 阿部 恵斗 Webikeチームノリックヤマハ YN6/BS 1'33.760
 10 31 中山 耀介 SATO RACING YZF-R6/BS 1'34.203
 11 19 井手 翔太 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6/DL 1'34.248
 12 20 筒井 伸 O-TEC suzuka usuki R&D YZF-R6/BS 1'36.888
 13 79 朝比奈 正 アサヒナレーシング Z600/BS 1'37.672
 14 44 小口 理 ALLMAN&OWracing YZF-OWR6/ 1'38.355
 ------- 以上予選通過 -------
 予選通過基準タイム （108%） 1'39.166

Official Fan Site http://www.superbike.jp/ MFJ Online Magazine http://www.mfj.or.jp/ MFJプロモーション委員会事務局 ： 東京都中央区築地3丁目11番6号　築地スクエアビル10階　TEL：03-5565-0900　2019年9月1日（日）発行

INFORMATION

全日本ロードレース選手権、全日本モトクロス選手権をダイジェスト編集。
モーターサイクルスポーツバラエティ「tv.motoちゃんねる」として全国無料放送のBS12
で放映！！

パワーアップして全国無料放送！！ 全日本ロードレース選手権全戦・全クラス（JSB1000/J-GP2/ST600/J-GP3 & MFJ
カップJP250）の予選・決勝をライブ配信！  迫力ある映像をお届けします。 
※通信環境によりディレイ配信となる場合もあります

インターネットライブ中継&動画配信も充実！！

Text : Toshihiro Sato & SUPERBIKE.JP  / Photo :  H. Wakita, Y. Harada & T. Sato  / Issued by SUPERBIKE.JP ©2019 

☆詳しくはBS12（トゥエルビ） http://www.twellv.co.jp/

●放映予定
■放送：毎月最終土曜日21:30～22:00　（月1回、3月～12月予定）

YouTube「MFJ SUPERBIKEオフィシャルチャンネル」では、 
予選・決勝直後のライダーインタビューを中心に、全日本ロード
レースの迫力を動画にて配信!

6
●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走14台
●決勝スタート／11:05（19周）
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榎戸育寛

作本輝介がポールポジションを獲得！
「タイムはまだ伸ばせると思う。理想は最初から逃げて独走」

『公開テストは、うまく進められていませんでした。レー
スウイーク初日の金曜日も1本目はハーフウエット、2本
目はドライで走ることができたのですが、コンディション
に合わせきれないでいました。そんな状態で迎えた公式
予選だったので、ちょっと心配していたのですが、セッ
ション後半で少しずついい方向に進んだのでポールポ
ジションを獲得できました。タイム的には納得できるも
のではなかったので、決勝日朝のウォームアップ走行で
セットを確認して、その仕上がり次第でレースをどう戦
おうか考えようと思っています』

ポールポジション : 1'31.581
#4　作本輝介
Team 髙武 RSC

J-GP2クラスの公式予選もセッションの終盤にかけ 
て上位陣の激しいタイムアタックが見られた。当初モニ 
ターのトップに立った尾野弘樹がマークしたのは1分32 
秒249。それに作本輝介、榎戸育寛、岩﨑哲朗、名越哲 
平らも32秒台で続いていた。 

セッション中盤から終盤にかけて、各上位陣ライダー
がピットに 戻り最終アタックにむけて準備の後、再びア
タックを開 始。まずは名越が32秒154までタイムを削っ

てトップに立つと、作本は31秒581と31秒台に入れて
トップに浮 上。名越も31秒780と31秒台をマークする
が上回るこ とはできず2番手。榎戸も32秒100とタイム
アップし、今 シーズンここまで3大会4レースで優勝を分
け合っている 3人が上位を占めることになった。 

小谷咲斗がセッション最後のアタックで32秒184を
マークし4番手に上がり、尾野、岩崎と続きセカンドロウ
に並ぶ結果となった。 

岡本裕生が今季3度目のポールポジション !
「しっかり差を付けて自分らしいレースで勝ちたい！」

『岡山は苦手意識があって、公開テストでも久しぶりに
走ったんですが、いい流れで来ていたので、公式予選では
コースレコードを更新したかったですね。ポールポジショ
ンを獲ることはできたのですが、少しレコードには届かな
かったのが悔しいところですね。ただ、アベレージタイムは
自己ベスト付近で走ることができているので決勝では独走
して、レコード更新を狙って行きたいですね』

ポールポジション : 1'32.581
#1　岡本 裕生
51ガレージニトロレーシング

決勝グリッド40台に対し参加台数が48台のため、
A、B組分け2回の公式予選で、8台の予選落ちが発
生するST600クラス。A組1回目では、セッション序盤
から岡本裕生が1分32秒台に入れてトップ立ち、最
終的には32秒581までタイムアップして走行を終え
た。2番手には33秒089で長尾健吾、33秒635で
STEFAN HILLの結果。B組では國峰啄磨が序盤に1
分32秒816でトップ、2番手には同じチームの小山知
良が33秒077で続き、この2台が1-2のまま1回目の
セッションを終えた。33秒579の奥田教介が3番手。

午後にかけて日差しが強くなった2回目の予選セッ
ションでは、タイヤ制限に加え厳しい暑さもあり、上位
陣でタイムアップするライダーはほとんどおらず、A組
は岡本が33秒9でトップ、B組では奥田が33秒472
とタイムを更新して2回目のB組トップでセッションを
終えた。

総合では岡本が今季3度目のポールポジション、2
番手にB組1回目トップの國峰、3番手に同じく2番手
だった小山の日本郵便 HondaDream勢が占めフロ
ントロウを構成することとなった。

ST600 Supported by BRIDGESTONE

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

長谷川聖、ホームコースで初のポールポジション！！
「自分のレースをすれば結果はついてくるはず！」

『岡山はホームコースなので、あまり練習はできていな
かったのですが自信がありました。公開テストでは全セッ
ショントップタイムで、レースウイークに入っても、金曜日
の1本目はウエットコンディションでしたが、そこでもトッ
プでしたし2本目もトップだったので、公式予選ではコー
スレコードを狙って行こうと思っていました。実際はタイ
ミングも合わず、レコード更新はできなかったのですが、
ポールポジションが獲れたのでよかったです。マシンも
問題ないですし、チャンピオンを獲るためにも、決勝は、
しっかり勝てるように頑張ります』

ポールポジション : 1'36.699
#36　長谷川 聖
CLUBY's

朝から晴れ渡った岡山国際サーキット。ST600ク
ラス1回目予選の後に始まったJ-GP3クラスの公式
予選。セッション序盤から高杉奈緒子が1分36秒
838を叩き出し、トップに付ける。2番手にはベテラン
の安村武志、今年ステップアップした成田彬人、村瀬
健琉らが37秒台で続く。しかし、事前テスト、金曜日
の練習走行から好調をキープする長谷川聖が36秒
699をマークしてトップに立つとセッションも終盤に
かけて各車ともアタックを続ける。

気温の上昇につれて路面温度も上がる中、終盤に
大きくタイムを上げるライダーはおらず、長谷川が序
盤のタイムのまま、ホームコースで初めてとなるポー
ルポジションを決めた。長谷川は今季3度目のポール
ポジション。

2番手は高杉、3番手には終盤のアタックで37秒
348をマークした村瀬、37秒515で安村、成田37秒
791、こちらも終盤に上げた福嶋佑斗が38秒150で
6番手に続き、ここまでがセカンドロウとなった。

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

作本輝介

長谷川聖

岡本裕生

 Pos No Cls. Rider Team RaceTime
 1 20 I 1 笠井 悠太 TEAM TEC.2 21'28.759
 2 33 I 2 永島 潤太郎 チームライフ･ドリーム北九州 21'29.468
 3 49 N 1 松岡 玲 キジマKISSレーシングチーム 21'36.239
 4 2 I 3 藤原 大翔 SHIN RIDING SERVICE & SUNOCO 21'36.311
 5 55 I 4 中沢 寿寛 i-FACTORY&Mガレージ 21'36.398
 6 24 N 2 平松 太陽 TEAM TEC.2 21'36.552
 7 35 N 3 佐々木 將旭 Team KYOEI GO&FUN 21'37.056
 8 373 N 4 南 博之 Team373 J-TRIP 21'38.246
 9 22 N 5 土岩 直人 SHIN RIDING SERVICE & SUNOCO 21'38.405
 10 6 I 5 谷本音虹郎 speedheart DOGFIGHTR YAMAHA 21'38.960
 11 38 N 6 本郷 雅也 GO&FUNRacingTeamKYOEI 21'38.966
 12 54 N 7 片山 千彩都 GOSHI Racing 21'39.330
 13 81 I 6 船田 俊希 BATTLE FACTORY+FLEX 21'39.807
 14 27 I 7 石井 千優 TONERT千葉北ポケバイコース+N-PLAN 21'40.051
 15 11 I 8 豊島 智博 RS-ITOH 21'56.716
 16 26 N 8 田中 敬秀 7CエムズホームCAC+セクレテール=NTR 21'57.177
 17 5 N 9 下坊 智之 TeamABEEN&速心&EIGHT&スナイパー 22'05.011
 18 3 N 10 後藤 恵治 YSS☆ANDORACINGマーキュリー 22'05.852
 19 44 N 11 古賀 大造 TEAM TEC.2 & Burning D A 22'06.054
 20 14 N 12 本村 勘悟 絶頂☆福川商会☆Shenplus 22'08.039
区分:I=インター、N=ナショナル
ベストラップ: #9 森 俊也   1'45.926   7/ 7  125.850km/h

●8月31日（土）予選・決勝　天候／曇   路面／ドライ　出走29台

決勝正式結果（上位20位）

ポールポジション : R  1'27.178
#1　中須賀 克行
YAMAHA FACTORY RACING TEAM

『今シーズンに入ってから、さらに上を目指すために、いろ
いろバイクのバランスを変えてきたのですが、岡山では、
それが合わず、従来の仕様に戻す方向に来ています。公
開テストから水野選手や野左根選手が非常に速く、アベ
レージタイムでもボクを含めた3人が接近していたので、
ポールポジションも、このメンバーで争うことになると
思っていました。レースウイーク初日もプッシュしていまし
たがトップにはなれませんでした。金曜日は雨上がりで
路面のグリップが悪かったのですが、土曜日は少し回復
していたのでリズムよく走ることができましたしポールポ
ジションを獲れてよかったと思います。岡山は相性のいい
コースですし、これまでは独走で勝っていましたが、今回
は違うレース展開になりそうですね。もちろん最終的に
勝てるようにレースメイクをしたいと思っています』

2019 MFJカップJP250選手権 第4戦岡山国際
の決勝レースは、ポールポジションから好スタートを
決めた笠井悠太に2番手の谷本音虹郎と3番手の
永島潤太郎が、オープニングラップから接近戦を繰
り広げる展開で始まった。

そこから抜け出した笠井と永島は、12周のレース
序盤から後続を引き離してトップ争いを繰り広げて
いく。時にトップを入れ替えながら最終ラップまで激
しく続いた両者のバトルは、最後の攻防で逃げ切っ
た笠井が真っ先にチェッカーを受け、総合およびイン
ターで優勝を遂げた。
トップ争いからは離されたものの、その後続でも

レース中終始6～7台が入り乱れてのバトルを繰り広
げていた3位争いは、松岡玲が先頭でチェッカー、総
合3位と同時にナショナルのウィナーとなった。

激戦を制した笠井悠太（INT）
松岡玲（NAT）が優勝！

Presented by 
DUNLOP

（インタークラス表彰台／左から永島潤太郎、笠井悠太、藤原大翔）（ナショナルクラス表彰台／左から平松太陽、松岡玲、佐々木將旭）
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栗原佳祐

榎戸育寛

作本輝介がポールポジションを獲得！
「タイムはまだ伸ばせると思う。理想は最初から逃げて独走」

『公開テストは、うまく進められていませんでした。レー
スウイーク初日の金曜日も1本目はハーフウエット、2本
目はドライで走ることができたのですが、コンディション
に合わせきれないでいました。そんな状態で迎えた公式
予選だったので、ちょっと心配していたのですが、セッ
ション後半で少しずついい方向に進んだのでポールポ
ジションを獲得できました。タイム的には納得できるも
のではなかったので、決勝日朝のウォームアップ走行で
セットを確認して、その仕上がり次第でレースをどう戦
おうか考えようと思っています』

ポールポジション : 1'31.581
#4　作本輝介
Team 髙武 RSC

J-GP2クラスの公式予選もセッションの終盤にかけ 
て上位陣の激しいタイムアタックが見られた。当初モニ 
ターのトップに立った尾野弘樹がマークしたのは1分32 
秒249。それに作本輝介、榎戸育寛、岩﨑哲朗、名越哲 
平らも32秒台で続いていた。 

セッション中盤から終盤にかけて、各上位陣ライダー
がピットに 戻り最終アタックにむけて準備の後、再びア
タックを開 始。まずは名越が32秒154までタイムを削っ

てトップに立つと、作本は31秒581と31秒台に入れて
トップに浮 上。名越も31秒780と31秒台をマークする
が上回るこ とはできず2番手。榎戸も32秒100とタイム
アップし、今 シーズンここまで3大会4レースで優勝を分
け合っている 3人が上位を占めることになった。 

小谷咲斗がセッション最後のアタックで32秒184を
マークし4番手に上がり、尾野、岩崎と続きセカンドロウ
に並ぶ結果となった。 

岡本裕生が今季3度目のポールポジション !
「しっかり差を付けて自分らしいレースで勝ちたい！」

『岡山は苦手意識があって、公開テストでも久しぶりに
走ったんですが、いい流れで来ていたので、公式予選では
コースレコードを更新したかったですね。ポールポジショ
ンを獲ることはできたのですが、少しレコードには届かな
かったのが悔しいところですね。ただ、アベレージタイムは
自己ベスト付近で走ることができているので決勝では独走
して、レコード更新を狙って行きたいですね』

ポールポジション : 1'32.581
#1　岡本 裕生
51ガレージニトロレーシング

決勝グリッド40台に対し参加台数が48台のため、
A、B組分け2回の公式予選で、8台の予選落ちが発
生するST600クラス。A組1回目では、セッション序盤
から岡本裕生が1分32秒台に入れてトップ立ち、最
終的には32秒581までタイムアップして走行を終え
た。2番手には33秒089で長尾健吾、33秒635で
STEFAN HILLの結果。B組では國峰啄磨が序盤に1
分32秒816でトップ、2番手には同じチームの小山知
良が33秒077で続き、この2台が1-2のまま1回目の
セッションを終えた。33秒579の奥田教介が3番手。

午後にかけて日差しが強くなった2回目の予選セッ
ションでは、タイヤ制限に加え厳しい暑さもあり、上位
陣でタイムアップするライダーはほとんどおらず、A組
は岡本が33秒9でトップ、B組では奥田が33秒472
とタイムを更新して2回目のB組トップでセッションを
終えた。

総合では岡本が今季3度目のポールポジション、2
番手にB組1回目トップの國峰、3番手に同じく2番手
だった小山の日本郵便 HondaDream勢が占めフロ
ントロウを構成することとなった。

ST600 Supported by BRIDGESTONE

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

長谷川聖、ホームコースで初のポールポジション！！
「自分のレースをすれば結果はついてくるはず！」

『岡山はホームコースなので、あまり練習はできていな
かったのですが自信がありました。公開テストでは全セッ
ショントップタイムで、レースウイークに入っても、金曜日
の1本目はウエットコンディションでしたが、そこでもトッ
プでしたし2本目もトップだったので、公式予選ではコー
スレコードを狙って行こうと思っていました。実際はタイ
ミングも合わず、レコード更新はできなかったのですが、
ポールポジションが獲れたのでよかったです。マシンも
問題ないですし、チャンピオンを獲るためにも、決勝は、
しっかり勝てるように頑張ります』

ポールポジション : 1'36.699
#36　長谷川 聖
CLUBY's

朝から晴れ渡った岡山国際サーキット。ST600ク
ラス1回目予選の後に始まったJ-GP3クラスの公式
予選。セッション序盤から高杉奈緒子が1分36秒
838を叩き出し、トップに付ける。2番手にはベテラン
の安村武志、今年ステップアップした成田彬人、村瀬
健琉らが37秒台で続く。しかし、事前テスト、金曜日
の練習走行から好調をキープする長谷川聖が36秒
699をマークしてトップに立つとセッションも終盤に
かけて各車ともアタックを続ける。

気温の上昇につれて路面温度も上がる中、終盤に
大きくタイムを上げるライダーはおらず、長谷川が序
盤のタイムのまま、ホームコースで初めてとなるポー
ルポジションを決めた。長谷川は今季3度目のポール
ポジション。

2番手は高杉、3番手には終盤のアタックで37秒
348をマークした村瀬、37秒515で安村、成田37秒
791、こちらも終盤に上げた福嶋佑斗が38秒150で
6番手に続き、ここまでがセカンドロウとなった。

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

作本輝介

長谷川聖

岡本裕生

 Pos No Cls. Rider Team RaceTime
 1 20 I 1 笠井 悠太 TEAM TEC.2 21'28.759
 2 33 I 2 永島 潤太郎 チームライフ･ドリーム北九州 21'29.468
 3 49 N 1 松岡 玲 キジマKISSレーシングチーム 21'36.239
 4 2 I 3 藤原 大翔 SHIN RIDING SERVICE & SUNOCO 21'36.311
 5 55 I 4 中沢 寿寛 i-FACTORY&Mガレージ 21'36.398
 6 24 N 2 平松 太陽 TEAM TEC.2 21'36.552
 7 35 N 3 佐々木 將旭 Team KYOEI GO&FUN 21'37.056
 8 373 N 4 南 博之 Team373 J-TRIP 21'38.246
 9 22 N 5 土岩 直人 SHIN RIDING SERVICE & SUNOCO 21'38.405
 10 6 I 5 谷本音虹郎 speedheart DOGFIGHTR YAMAHA 21'38.960
 11 38 N 6 本郷 雅也 GO&FUNRacingTeamKYOEI 21'38.966
 12 54 N 7 片山 千彩都 GOSHI Racing 21'39.330
 13 81 I 6 船田 俊希 BATTLE FACTORY+FLEX 21'39.807
 14 27 I 7 石井 千優 TONERT千葉北ポケバイコース+N-PLAN 21'40.051
 15 11 I 8 豊島 智博 RS-ITOH 21'56.716
 16 26 N 8 田中 敬秀 7CエムズホームCAC+セクレテール=NTR 21'57.177
 17 5 N 9 下坊 智之 TeamABEEN&速心&EIGHT&スナイパー 22'05.011
 18 3 N 10 後藤 恵治 YSS☆ANDORACINGマーキュリー 22'05.852
 19 44 N 11 古賀 大造 TEAM TEC.2 & Burning D A 22'06.054
 20 14 N 12 本村 勘悟 絶頂☆福川商会☆Shenplus 22'08.039
区分:I=インター、N=ナショナル
ベストラップ: #9 森 俊也   1'45.926   7/ 7  125.850km/h

●8月31日（土）予選・決勝　天候／曇   路面／ドライ　出走29台

決勝正式結果（上位20位）

ポールポジション : R  1'27.178
#1　中須賀 克行
YAMAHA FACTORY RACING TEAM

『今シーズンに入ってから、さらに上を目指すために、いろ
いろバイクのバランスを変えてきたのですが、岡山では、
それが合わず、従来の仕様に戻す方向に来ています。公
開テストから水野選手や野左根選手が非常に速く、アベ
レージタイムでもボクを含めた3人が接近していたので、
ポールポジションも、このメンバーで争うことになると
思っていました。レースウイーク初日もプッシュしていまし
たがトップにはなれませんでした。金曜日は雨上がりで
路面のグリップが悪かったのですが、土曜日は少し回復
していたのでリズムよく走ることができましたしポールポ
ジションを獲れてよかったと思います。岡山は相性のいい
コースですし、これまでは独走で勝っていましたが、今回
は違うレース展開になりそうですね。もちろん最終的に
勝てるようにレースメイクをしたいと思っています』

2019 MFJカップJP250選手権 第4戦岡山国際
の決勝レースは、ポールポジションから好スタートを
決めた笠井悠太に2番手の谷本音虹郎と3番手の
永島潤太郎が、オープニングラップから接近戦を繰
り広げる展開で始まった。

そこから抜け出した笠井と永島は、12周のレース
序盤から後続を引き離してトップ争いを繰り広げて
いく。時にトップを入れ替えながら最終ラップまで激
しく続いた両者のバトルは、最後の攻防で逃げ切っ
た笠井が真っ先にチェッカーを受け、総合およびイン
ターで優勝を遂げた。
トップ争いからは離されたものの、その後続でも

レース中終始6～7台が入り乱れてのバトルを繰り広
げていた3位争いは、松岡玲が先頭でチェッカー、総
合3位と同時にナショナルのウィナーとなった。

激戦を制した笠井悠太（INT）
松岡玲（NAT）が優勝！

Presented by 
DUNLOP

（インタークラス表彰台／左から永島潤太郎、笠井悠太、藤原大翔）（ナショナルクラス表彰台／左から平松太陽、松岡玲、佐々木將旭）
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全4クラスが勢ぞろいし、今回の岡山ラウンドから
本格的にシリーズ後半戦がスタートした全日本ロー
ドレース選手権。第5戦MOTEGI2&4レースで、一足
先に後半戦に突入していたJSB1000クラスは、新た
な“流れ”が押し寄せていた。その中心にいるのが
MuSASHi RT HARC-PRO.の水野涼だ。前戦から
Team HRCのエースである高橋巧と同仕様のワーク
スマシンが与えられ、水野自身の成長も相まって一気
にトップコンテンダーの一人となってきている。
MOTEGI2&4レースでは、テストで負傷した高橋に
代わり絶対王者・中須賀克行とトップ争いを最終
ラップまで繰り広げた。その勢いのままに、前週（8月
22-23日）に行われた公開テストでは、1分27秒686
をマークし、トップにつけた。

一方、YAMAHA FACTORY RACING TEAMの野
左根航汰も水野の走りに刺激を受けている。前戦で
は、水野とのバトルを繰り広げている最中に転倒し悔
しい思いをした。公開テスト初日には、水野がタイム
を出すと、すかさずタイムを出して上回りあからさまに
ライバル心をむき出しにしていた。この若手2人と、こ
れまでJSB1000クラスを牽引してきた中須賀と高橋
が、どんな戦いを見せるのかが、今回、そしてシリーズ
後半戦の流れになるだろう。
レースウイーク初日は、雨上がりでグリップが悪い

中、野左根がトップタイム。走り始めはよく、「今シー
ズンで一番優勝に近いところにいる」と自信のコメン
トを残していた。一方、水野はテストのときのフィーリ
ングが得られず苦戦。9番手に沈んでいたが、路面コ
ンディションが回復した土曜日には復活していた。

高橋は、そんな後輩の速さを見ながら初日は5番
手。スーパーバイク世界選手権第10戦ポルトガルへ
の代役参戦も決まり、超ハードスケジュールの真っ直
中にいた。岡山での公開テストを終えた後、すぐにポ
ルトガルに飛び事前テスト（8月24-25日）に参加。岡
山ラウンドのレースウイークの火曜日に帰国。そして
今回のレース終えたらすぐにポルトガルに飛んで
レースをこなすことになっている。

公式予選は、ノックアウト方式で行われQ1で中須
賀、野左根、水野が1分27秒台で続き、高橋は5番手
につけていた。そして10台で争われたQ2では、水野
が真っ先に1分27秒台に入れる1分27秒445をマー
クしトップに立つ。この後、中須賀は1分27秒388を
出しトップを奪うと、さらに自身の持つコースレコード
を更新する1分27秒178をたたき出し文句なしの
ポールポジションを獲得した。2番手に水野、野左根
も1分27秒台に入れ3番手と、好調な3人がフロント
ロウに並ぶ結果となった。高橋も1分27秒台に入れ
意地を見せる。「バイクに乗るには（ケガは）全く問題

ないですね。自己ベストも出せていますし、いいレース
をしたいですね」と語るが、バイクを降りると、まだ足を
引きずっている姿は痛 し々い。本人は大丈夫と言うが、
今回も痛みと戦いながらの耐えるレースとなりそうだ。

5番手にカワサキのエース渡辺一馬、6番手にヨシ
ムラの加賀山就臣、7番手に岩戸亮介と1分28秒台
で続き、8番手に前田恵助、9番手に秋吉耕佑、10番
手に渡辺一樹というQ2となった。渡辺一樹は、最後
のアタック中にダブルヘアピンで転倒。セクター1、セ
クター2と自己ベストをマークしており、Q1では、1分
28秒079を記録していただけに1分27秒台に入っ
ていただろう。

今回もトップ争いは中須賀、野左根のYAMAHA 
FACTORY RACING TEAMの2台、そして水野と高
橋のHondaの2台が繰り広げることになりそうだ。

「今回は前戦のリベンジをしたい」と強気の水野が、
百戦錬磨の中須賀に対し、どんなバトルを仕掛けて
いくか!? 水野には絶対に負けたくない野左根も2年
振りの優勝を実現したいところだ。タイトル争いの流
れを引き寄せたい中須賀、意地を見せたい高橋。

天気予報には雨マークもあり、ウエットコンディ
ションになれば、違う展開があるかもしれない。それ
ぞれの思惑が交錯するJSB1000クラスの決勝は、
13時35分スタート予定！

中須賀克行がコースレコードでポールポジション！
好調の水野涼は初優勝、野左根航汰は2年ぶりの優勝を狙う!!
手負いの高橋巧はエースの意地を見せられるか!?

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 1 中須賀 克行 YAMAHA FACTORY RACING TEAM YZF-R1/BS 1'27.178R
 2 634 水野 涼 MuSASHi RT HARC-PRO. Honda CBR1000RR SP2/BS 1'27.445
 3 4 野左根 航汰 YAMAHA FACTORY RACING TEAM YZF-R1/BS 1'27.661
 4 13 高橋 巧 Team HRC CBR1000RR SP2/BS 1'27.708
 5 23 渡辺 一馬 Kawasaki Team GREEN ZX-10RR/BS 1'28.306
 6 12 加賀山 就臣 ヨシムラスズキMOTUL GSX-R1000RL9/BS 1'28.330
 7 64 岩戸 亮介 Kawasaki Team GREEN ZX-10RR/BS 1'28.687
 8 75 前田 恵助 YAMALUBE RACING TEAM YZF-R1/BS 1'29.055
 9 090 秋吉 耕佑 au･テルル MotoUP RT CBR1000RR SP/BS 1'29.101
 10 26 渡辺 一樹 ヨシムラスズキMOTUL GSX-R1000L9/BS 1'29.130
 ------- 以上Q2にて決定 ------
 11 71 津田 拓也 TK SUZUKI BLUE MAX GSX-R1000/DL 1'29.614
 12 46 星野 知也 TONE RT SYNCEDGE 4413 BMW S1000RR/PI 1'29.655
 13 35 亀井 雄大 Honda Suzuka Racing Team CBR1000RR SP2/BS 1'29.735
 14 19 濱原 颯道 Honda Dream RT 桜井ホンダ CBR1000RR SP/BS 1'29.960
 15 080 羽田 太河 au･テルル MotoUP RT CBR1000RR SP/BS 1'30.040
 16 44 関口 太郎 Team ATJ CBR1000RR SP2/BS 1'30.207
 17 77 伊藤 和輝 will-raiseracingRS-ITOH ZX-10RR/BS 1'30.227
 18 18 津田 一磨 Team BabyFace YZF-R1/BS 1'30.285
 19 87 柳川 明 will-raiseracingRS-ITOH ZX-10RR/BS 1'30.397
 20 85 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R1/DL 1'31.295
 21 70 清末 尚樹 TeamWITH87KYUSHU ZX-10RR/BS 1'32.093
 22 31 小島 一浩 Honda緑陽会熊本レーシング CBR1000RR/DL 1'32.503
 23 56 田尻 悠人 GOSHI Racing CBR1000RR SP2/BS 1'32.801
 24 30 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン RSV4RF/BS 1'33.283
 25 22 児玉 勇太 TEAM KODAMA YZF-R1/BS 1'33.384
 26 37 黒木 玲徳 GOSHI Racing CBR1000RR SP2/BS 1'33.791
 27 99 吉田 和憲 icuRTモトキッズ中日本自動車短大 YZF-R1/BS 1'33.823
 ------- 以上Q1にて決定 ------- 
 -------   以上予選通過   -------
 R印は、コースレコードを更新した。（従来のレコード:1'27.182）
 予選通過基準タイム （108%） 1'34.736

公式予選結果
●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走27台
●決勝スタート進行／13:35（24周）

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 1 岡本 裕生 51ガレージニトロレーシング YZF-R6 1'32.581
 2 55 國峰 啄磨 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR 1'32.816
 3 230 小山 知良 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR 1'33.077
 4 50 長尾 健吾 NCXXRACING&善光会 TEAMけんけん YZF-R6 1'33.089
 5 57 奥田 教介 Team MF & Kawasaki ZX-6R 1'33.472
 6 54 荒川 晃大 MOTO BUM HONDA CBR600RR 1'33.621
 7 96 STEFAN HILL TEAM VITAL SPIRIT YZF-R6 1'33.635
 8 19 稲垣 誠 AKENO SPEED･YAMAHA YZF-R6 1'33.698
 9 6 南本 宗一郎 AKENOSPEED･YAMAHA YZF-R6 1'33.712
 10 22 中山 耀介 TEAM SHOTA YZF-R6 1'33.739
 11 39 和田 留佳 will-raiseracingRS-ITOH ZX-6R 1'33.764
 12 43 砂泊 孝太 TEAM PLUSONE YZF-R6 1'33.885
 13 64 伊達 悠太 BATTLE FACTORY & KIMA Racing CBR600RR 1'33.894
 14 41 田所 隼 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR 1'33.898
 15 12 古山 颯太 伊藤レーシングBORGカスタム YZF-R6 1'33.903
 16 420 岩田 悟 日本郵便 Honda Dream TP CBR600RR 1'33.919
 17 71 上原 大輝 SDG Mistresa RT HARC-PRO. CBR600RR 1'33.978
 18 48 横山 尚太 ガレージL8 Racing Team YZF-R6 1'33.987
 19 13 杉山 優輝 MOTO BUM HONDA CBR600RR 1'33.992
 20 97 佐野 優人 BATTLE FACTORY CBR600RR 1'34.025
 21 40 菅原 陸 保険職人GBSレーシングYAMAHA YZF-R6 1'34.122
 22 51 関野 海斗 51ガレージニトロレーシング YZF-R6 1'34.345
 23 17 仲村 優佑 AKENOSPEED･YAMAHA YZF-R6 1'34.481
 24 090 中村 修一郎 au･テルル MotoUP RT CBR600RR 1'34.505
 25 340 岡村 光矩 KRP三陽工業&RS-ITOH ZX-6R 1'34.528
 26 69 中村 竜也 RS-ITOH&AUTOBOY ZX-6R 1'34.582
 27 45 長尾 健史 TEAMけんけん with BEE YZF-R6 1'34.627
 28 53 家根谷 大晟 Team MF & Kawasaki + eS_Style ZX-6R 1'34.945
 29 63 山中 将基 チーム備前精機 YZF-R6 1'34.964
 30 46 中島 元気 Honda浜友会浜松エスカルゴ CBR600RR 1'34.984
 31 98 佐野 勝人 チーム阪神ライディングスクール ZX-6R 1'35.144
 32 14 行村 和樹 Kohara Racing Team CBR600RR 1'35.213
 33 88 名越 公助 TEAM PLUSONE with TARO YZF-R6 1'35.247
 34 28 松川 泰宏 MOTO BUM+SAI CBR600RR 1'35.362
 35 23 西嶋 修 TeamWith87KYUSHU ZX-6R 1'35.481
 36 44 平野 ルナ TransMapRacing with ACE CAFE YZF-R6 1'35.525
 37 36 丹羽 貴大 伊藤レーシングBORGカスタム YZF-R6 1'35.538
 38 37 長谷川 修大 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR 1'35.900
 39 33 櫻井 賢一 MOTO BUM CBR600RR 1'36.093
 40 86 瀬崎 恭広 カメイレーシング&Teamまんだい ZX-6R 1'36.356
 ------- 以上予選通過 -------
 41 61 本多 太一 スピードテックKBSwithJ-TRIP YZF-R6 1'36.544
 42 91 喜井 勝弥 Team GRIFFON&池田モータース YZF-R6 1'36.997
 43 65 梅島 明 チーム備前精機&BH&脇坂R YZF-R6 1'37.288
 44 58 村瀬 豊 ifレーシング&モトテックRS CBR600RR 1'37.322
 45 67 松谷 竜真 IXA Racing+MOTOMATZ+BLACK ZONE YZF-R6 1'37.639
 46 89 野村 梓 4ing☆RT MOTUL☆WURTH YZF-R6 1'37.689
 47 38 宮脇 健二 Trip Trap&亀甲堂 YZF-R6 1'39.099
 48 74 大西 定良 姫路カワサキレーシングチーム ZX-6R 1'39.121
予選通過基準タイム（108%）
公式予選A組 1回目 1'40.550   2回目 1'41.609
公式予選B組 1回目 1'40.610   2回目 1'40.994

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走48台
●決勝スタート／15:00（19周）

MFJ Superbike Rd.6  SUPERBIKE RACE in OKAYAMA   31Aug. - 1 Sep. 2019

Supported  by 
BRIDGESTONE

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走23台
●決勝スタート／10:00（19周）

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 36 長谷川 聖 CLUBY's NSF250R/BS 1'36.699
 2 20 高杉 奈緒子 41PLANNING RC250R/DL 1'36.838
 3 392 村瀬 健琉 ミクニ テリー&カリー NSF250R/DL 1'37.348
 4 18 安村 武志 犬の乳酸菌jp/ プリミティブRT PRCS3d/DL 1'37.515
 5 71 成田 彬人 Team P.MU 7C MIKUNI NSF250/DL 1'37.791
 6 88 福嶋 佑斗 Team Plusone+f NSF250R/BS 1'38.150
 7 11 鈴木 大空翔 BATTLE FACTORY NSF250R/DL 1'38.188
 8 34 細谷 翼 Team SRS-Moto NSF250R/DL 1'38.327
 9 14 中山 愛理 TEAM SHOTA NSF250R/BS 1'38.442
 10 9 山本 恭裕 チームライフ･ドリーム北九州 NSF250R/DL 1'38.580
 11 5 藤井 謙汰 Kohara Racing Team NSF250R/DL 1'38.831
 12 17 太田 虎之進 WJ-FACTORY NSF250R/BS 1'38.976
 13 13 岡崎 静夏 Kohara Racing Team NSF250R/DL 1'39.185
 14 41 宇井 陽一 41PLANNING RC250R/DL 1'39.388
 15 31 西田 信義 WJ-FACTORY NSF250R/BS 1'39.423
 16 26 岸田 慶一 FLEX Racing TEAM & MH OHARA NSF250R/BS 1'39.528
 17 29 Senna Agius MIE Racing NSF250R/DL 1'39.604
 18 37 羽根 巧 BATTLE FACTORY NSF250R/DL 1'39.653
 19 16 白石 玲菜 Dreamline Plusone NSF250R/BS 1'40.225
 20 21 村田 憲彦 CLUBY's NSF250R/BS 1'41.189
 21 15 野澤 秀典 ノザワレーシングファミリー NSF250R/BS 1'41.190
 22 32 三好 菜摘 RG NIWA with オーテック･スズカ NSF250R/BS 1'42.614
 ------- 以上予選通過 -------
   81 HARRISON VOIGHT KIRacing&T.Sugai NSF250R/DL 1'46.631
 予選通過基準タイム (108%) 1'44.719

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 4 作本 輝介 Team 髙武 RSC MD600/BS 1'31.581
 2 634 名越 哲平 MuSASHi RT HARC-PRO. HP6q/BS 1'31.780
 3 71 榎戸 育寛 SDG Mistresa RT HARC-PRO HP6-q/BS 1'32.100
 4 22 小谷 咲斗 TEAM PLUSONE with TARO HP6q/BS 1'32.184
 5 392 尾野 弘樹 ミクニ テリー&カリー GSX-R600/DL 1'32.249
 6 70 岩﨑 哲朗 OGURA CLUTCH with RIDE IN ZX-6R/PI 1'32.653
 7 36 徳留 真紀 マルマエMTR HP6/BS 1'32.843
 8 18 豊島 怜 SpeedHeart DOGFIGHTR YAMAHA YZF-R6/DL 1'33.533
 9 14 阿部 恵斗 Webikeチームノリックヤマハ YN6/BS 1'33.760
 10 31 中山 耀介 SATO RACING YZF-R6/BS 1'34.203
 11 19 井手 翔太 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6/DL 1'34.248
 12 20 筒井 伸 O-TEC suzuka usuki R&D YZF-R6/BS 1'36.888
 13 79 朝比奈 正 アサヒナレーシング Z600/BS 1'37.672
 14 44 小口 理 ALLMAN&OWracing YZF-OWR6/ 1'38.355
 ------- 以上予選通過 -------
 予選通過基準タイム （108%） 1'39.166

Official Fan Site http://www.superbike.jp/ MFJ Online Magazine http://www.mfj.or.jp/ MFJプロモーション委員会事務局 ： 東京都中央区築地3丁目11番6号　築地スクエアビル10階　TEL：03-5565-0900　2019年9月1日（日）発行

INFORMATION

全日本ロードレース選手権、全日本モトクロス選手権をダイジェスト編集。
モーターサイクルスポーツバラエティ「tv.motoちゃんねる」として全国無料放送のBS12
で放映！！

パワーアップして全国無料放送！！ 全日本ロードレース選手権全戦・全クラス（JSB1000/J-GP2/ST600/J-GP3 & MFJ
カップJP250）の予選・決勝をライブ配信！  迫力ある映像をお届けします。 
※通信環境によりディレイ配信となる場合もあります

インターネットライブ中継&動画配信も充実！！

Text : Toshihiro Sato & SUPERBIKE.JP  / Photo :  H. Wakita, Y. Harada & T. Sato  / Issued by SUPERBIKE.JP ©2019 

☆詳しくはBS12（トゥエルビ） http://www.twellv.co.jp/

●放映予定
■放送：毎月最終土曜日21:30～22:00　（月1回、3月～12月予定）

YouTube「MFJ SUPERBIKEオフィシャルチャンネル」では、 
予選・決勝直後のライダーインタビューを中心に、全日本ロード
レースの迫力を動画にて配信!
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●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走14台
●決勝スタート／11:05（19周）


